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安全に関する重要な注意事項 
電気器具を使用する際は、以下を含む、基本的な事前注意事項に必ず従ってください。

このアイコンは、回避しなければ、死亡または重傷事故を引き起こす可能性のある危険な状態を示します。

必ず次の警告事項に従ってください。

本機器に関するすべての警告をよく読み、十分に理解しておいてください。

  組立についての指示をよく読み、十分に理解しておいてください。説明書をよく読み、十分に理解してお
いてください。今後、必要に応じて参照できるよう、説明書を保管しておいてください。

  火傷、感電の危険、またはけがを防ぐため、本取扱説明書をよく読み、十分に理解しておいてください。
これらの指示に従わない場合、深刻かつ致命的な感電またはその他の重傷事故を招く可能性があります。

•  製品の組み立て中は、第三者やお子様が近づかないようにしてください。

• 組立手順で指示されるまで、電池をセットしないでください。• 指示があるまで、機器にオプションの電源を接続しないで
ください。

• 機器の電源が入っている場合は、決して放置しないでください。機器を使用していない場合や部品の取り付けまたは取り
外しの前には、電源をコンセントから抜いてください。

• 使用前に、必ず機器の部品に緩みや摩耗がないか点検してください。そのような状態の場合は、機器を使用しないでくだ
さい。ペダルおよびクランクアームを注意深く点検してください。修理に関する詳細は、お近くの販売店へお問い合わせく
ださい。

• 機器の安全な操作に影響を及ぼす可能性がある、またはご自身にけがの危険をもたらす可能性がある健康状態の方によ
る使用は意図していません。

• 機器の開口部に物を落としたり、入れたりしないでください。

• 本機器を屋外、水気のある場所、湿気の多い場所で組み立てないでください。

• 人の通る場所や周囲に人のいる場所は避け、必ず適切な作業スペースを確保してから組み立てを行ってください。

• 機器の部品の一部は、非常に重く、動かしにくい場合があります。そのような部品を含む組立手順は二人で行ってください。
重い部品の持ち上げ、または動かしにくい部品の移動は、単独で行わないでください。

• 本機器は、硬くて平らな面に設置してください。

• 本機器の設計または機能の変更を行わないでください。変更を加えた場合、本機器の安全性を損なう可能性があり、保
証は無効となります。

• 交換部品が必要な場合は、必ず Nautilusの純正交換部品およびハードウェアを使用してください。純正交換部品を使用し
ない場合、ユーザーに対するリスクが発生し、機器の正常な動作を妨げ、保証が無効となる可能性があります。

• 説明書に従い、機器が完全に組み立てられ、適切な動作が確認されるまで、機器を使用したり、動作させたりしないでく
ださい。

• 本機器を本説明書に記載された使用目的以外に使用しないでください。メーカーが推奨する付属品以外は使用しないでく
ださい。

• 指示された順序で組み立てを行ってください。不適切な組み立ては、負傷または不適切な動作を引き起こす可能性があり
ます。

• これらの指示は保管してください。
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本機器を使用する前に、必ず次の警告事項に従ってください。

説明書をよく読み、十分に理解しておいてください。今後、必要に応じて参照できるよう、説明書を保管しておいてくだ 
さい。
 本機器に関するすべての警告をよく読み、十分に理解しておいてください。警告ラベルがはがれかかっている、判読でき
ない、または貼り付けられていない場合は、お近くの販売店へご連絡の上、交換用ラベルを入手してください。

  感電の危険、監視外での機器の使用のリスクを減らすため、お手入れ、保守管理または修理の前は、必ず、
壁コンセントと機器から電源コードを抜き、5分ほど待機してください。電源コードは、安全な場所に保
管してください。

• お子様が本機器の上に乗ったり、近づいたりしないようにしてください。可動部品および機器の機能によっては、お子様
にとって危険である場合があります。

• 14歳未満のお子様による使用を意図していません。14～ 17歳の方が本機器を使用する場合は、必ず他の方が立ち会っ
てください。

• エクササイズプログラムを開始する前に医師にご相談ください。胸に痛みまたは圧迫感がある場合、息切れまたはめま
いを感じる場合は、エクササイズを中止してください。次に機器を使用する前に、医師の診察を受けてください。機器の
コンピューターが計算または測定した値は、参照値として使用してください。

• 使用前に、必ず、本機器の電源コード、電源コンセントに損傷がないか、部品に緩みや摩耗がないかを確認してくださ
い。そのような状態の場合は、機器を使用しないでください。ペダルおよびクランクアームを注意深く点検してください。
修理に関する詳細は、お近くの販売店へお問い合わせください。

• 最大体重制限 : 159kg (350ポンド )。体重制限を超過している場合は使用しないでください。

• 本機器は、家庭 /一般消費者向けまたはスタジオ/施設向けの製品です。本機器をスタジオ/施設環境に設置する場合は、
使用を1日3時間未満に制限し、承認を受けたスタッフが機器へのアクセスや機器の管理を監督できる範囲でのみ使用し
てください。管理の度合いは、特に、機器設置に関する特定の設定、その環境に応じた安全対策、および機器に対するユー
ザーの熟知度によって異なります。使用前に他の方が機器を使用している場合もあるため、シート、ペダル、ハンドルバー
が適切に調節され、締められ、固定されていることを確認してください。

• ゆったりとした衣服またはアクセサリーは着用しないでください。本機器には可動部品が含まれます。エクササイズ機器
の可動部品に指または異物を入れないでください。

•  本機器を使用する際は、必ず、ゴム底の運動靴を着用してください。裸足または靴下のみを着用して、本機器を使用し
ないでください。

• 本機器の設置および操作は、硬くて平らな面で行ってください。

• ペダルが完全に止まるまで機器から降りないでください。 

• ペダルを踏む前に、ペダルを安定させてください。機器の乗り降りの際はご注意ください。

• 機器の修理点検を行う前に、すべての電源を切ってください。

• 本機器を屋外、湿気の多い場所、水気のある場所で動作させないでください。 

• 機器にアクセスする側、および機器の後方には、少なくとも 0.6m (24インチ ) のスペースを確保してください。これは、
機器へのアクセス、機器周辺の移動、および緊急時に機器から降りるために推奨される安全な距離です。機器の使用中は、
第三者がこのスペースに入らないようにしてください。

• エクササイズ中は無理をしないようにしてください。本説明書に示された方法で機器を操作してください。

• 取扱説明書で推奨されるすべての定期保守手順を実施してください。

• 機器の開口部に物を落としたり、入れたりしないでください。

• すべての位置調節部品は、適切に調節し、確実に取り付けてください。調節部品がユーザーに当たらないようにしてくだ
さい。
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安全のための警告ラベルおよびシリアル番号

シリアル番号 
製品仕様

安全のための警告ラベルおよびシリアル番号

• ペダルは、清潔で乾燥した状態に保ってください。

• 本機器でエクササイズを行うには、コーディネーションとバランスが必要です。ワークアウト中は速度と抵抗レベルが変化
する可能性があることを予測し、バランスを失い、負傷を防ぐために十分に注意してください。

• 機器の電源が入っている場合は、決して放置しないでください。機器を使用していない場合や部品の取り付けまたは取り
外しの前には、電源をコンセントから抜いてください。

• 電池を熱源や高温面のそばに置かないでください。

• 新しい電池と古い電池を混ぜて使用しないでください。

• アルカリ乾電池、マンガン乾電池、充電式電池 (ニッケルカドミウム電池、ニッケル水素電池など ) を混ぜて使用しない
でください。

• 非充電式電池を充電しないでください。古い電池は取り出し、安全に廃棄してください。

• 充電を行う前に、充電式電池を機器から取り出してください。

• 電池のプラス端子とマイナス端子を金属などで直接つながないでください。

• 機器を安全に保管するために、電池を取り出し、運搬用固定ストラップを取り付けて抵抗ファンを固定してください。 
本機器は、お子様やペットの手の届かない安全な場所に収納してください。

• 本機器は、安全の責任者による監視または機器の使用についての指導がない場合は、肉体的、感覚的、または精神的
な能力が低下している方、または経験および知識が不足している方 (お子様を含む ) による使用を対象としていません。

• 本機器は固定ギアで動作するため、ペダルを戻したり、逆方向に回したりしないでください。そのように使用した場合、
ペダルが緩み、機器の破損や使用者のけがの原因となる可能性があります。ペダルが緩んだ状態で本機器を操作しない
でください。

• 本バイクは、抵抗ファンと独立してペダルを停止することはできません。ペースを落とし、抵抗ファンとペダルを減速して
停止してください。ペダルが完全に停止するまで、バイクから降りないでください。動いているペダルがふくらはぎに当
たる場合がありますので、ご留意ください。

• これらの指示は保管してください。
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仕様

組立前に 
機器を設置し、使用する場所を選択します。安全に使用するために、設置場所は硬く、平らでなければなりません。最小 2m (77
インチ インチ ) のワークアウトエリアが必要です。

注記:    配送時に機器の部品が損傷していないか点検してください。損傷が見つかった場合、お近くの販売店までお知らせくださ
い。

組立のための基本的な情報
機器を組み立てる際は、次の基本事項に従ってください。

• 組み立ての前に、「安全に関する重要な注意事項」をよ
く読み、十分に理解してください。

• 各 手 順 に 必 要 な 部 品 を 準 備 し て く だ 
さい。

• 推奨のレンチを使用し、他に指示がない限り、ボルトと
ナットは右回り (時計方向 ) に回して締め、左回り (反
時計方向 ) に回して緩めてください。

• 2つの部品を取り付ける場合は、軽く持ち上げ、ボルト
穴をのぞいて、ボルトを穴に挿入しやすくします。

• 組み立てには 2人必要です。

最大体重制限:    159kg (350ポンド)

機器の総表面積 (フットプリント):  9059cm2 (1405 in2)
機器重量:    51.3kg (113ポンド)

所要電力:   
 入力電圧:   100～240V AC, 50/60Hz, 0.4A
 出力電圧:   9V DC, 1.5A
 電池 (オプション):  単1形電池 別売)

134.6 cm

53”

134.6 cm

53”

67.3 cm

26.5”

本製品をごみとして廃棄しないでください。本製品は再資源化されます。本製品を適切に廃棄するために、認可され
た廃棄物処理センターの所定の方法に従ってください。

本製品は、欧州無線機器指令 2014/53/EUに適合しています。

1.3 m
51 in

2 m
77 in

0.6m
24”

0.6m
24”
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部品

1

2

3

4

5

6
7

8

9

10

12

11

13

組み立ての補助として、すべての右側の部品には「R」のデカールが、左側の部品には「L」のデカールが貼り付けられています。

項目 数量 種類 項目 数量 種類

1 1 主要組立品 8 1 フロントスタビライザ

2 1 コンソール /マスト組立品 9 1 フットペグ (右 )

3 1 シート 10 1 ペダル (右 )

4 1 ハンドルバー (左 ) 11 1 ハンドルバー (右 )

5 1 フットペグ (左 ) 12 1 運搬用固定ストラップ

6 1 ペダル (左 ) 13 1 AC電源アダプタ

7 1 リアスタビライザ
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項目 数量 種類 項目 数量 種類

A 12 六角穴付きボタンボルト E 2 平座金 M16

B 12 止め座金  M8 F 2 ショルダボルト

C 12 平座金 M8

D 4 六角穴付きボルト

注 :   ハードウェアの一部は、ハードウェアカードにスペアとして提供されています。機器を正しく組み立てた後に、ハードウェ
アが余る場合があることにご留意ください。

ハードウェア/ツール

A B C D E F

ツール
同梱         

6mm

#2
6mm

13/15mm
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1.  スタビライザをフレーム組立品に取り付ける

組立

10 (R)

6 (L)

1

7

8

6mm

X8
A

B

C

2.  ペダルをフレーム組立品に取り付ける 

 不適切な取り付けによってねじ山がつぶれた場合、使用中にペダルがバイクから外れたり、破損したりして、重傷事故を
引き起こす可能性があります。

注 :  左ペダルは逆ねじです。ペダルは、必ずバイクの適切な側に取り付けてください。左右は、バイクに座る方向に基づきます。
左ペダルには「L」、右ペダルには「R」の表示があります。
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3.  ケーブルを接続し、コンソール /マスト組立品をフレーム組立品に取り付ける
注記 :  ケーブルを切断したり挟んだりしないでください。  

6mm

X4
A

B

C

2
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4.  ハンドルバーアームをフレーム組立品に取り付ける
注記 :   ハンドルアームからタグを取り外します。ピボットシャフト上の滑らかな湾曲部（図 1a）にハンドルの湾曲部（a）を

合わせます。凹部（b）の位置が正確に合っていることを確認してください。シャフトにハンドルをゆっくりと押します。
無理矢理押したり、ハンマーで押し込んだりしないでください。ハンドルがシャフトに完全に固定されていることを確
認するため、ハンドルを前後に優しく揺すります。  

ハードウェアを完全に締めてください。エクササイズの前に、ハンドルバーアームが固定されていることを確認してください。
トルクレンチを使用できる場合は、40N. の締め付けトルクでボルトを締めてください。

11

4

D

D4 6mm

1a

b

a

b

D

11

6mm

D X2
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5.  フットペグとハードウェアを組み立て、フレーム組立品に取り付ける
注記 :  ショルダボルト (F) を完全にフットペグに通し、座金 (E) をフットペグの端部にぴったり押し付けてください。ワッシャー

がボルトのねじ山 (F1) に触れないようにしてください。取り付けの際に、座金がフットペグから落ちないようにしてく
ださい。

6mm

9

5

5

9
F

F

E
E

E
F1
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6.  シートをシートポストに取り付ける
注記 :   シートがまっすぐで平らになっていることを確認してください。シートブラケット (3a) の両側のナット (3b) を締め、シー

トを適切な位置に固定してください。 

3a

3b

3b

3
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コンソールの電池 (オプション )

注 :   カバーにあらかじめ取り付けられたボルトを緩め、電池室を開けます。コンソールには、単1形電池 (LR20) を使用します。
電池は、プラス極 (+)/マイナス極 (-) の表示に従って、正しい方向で電池室にセットしてください。充電式電池を使用す
る場合は、電源アダプタは電池の充電を行いません。

!
新しい電池と古い電池を混ぜて使用しないでください。
アルカリ乾電池、マンガン乾電池、充電式電池 (ニッケルカドミウム電池、ニッケル水素電池など ) を混ぜて使用しない
でください。

7.  電源アダプタを接続する
機器のコンソールは、電池または AC電源で動作します。電
池および電源アダプタがを取り付けられている場合、コンソー
ルは電源アダプタを使用して動作します。
注 :   充電式電池を使用する場合は、電源アダプタは電池の充

電を行いません。 
機器の組み立てが完了したら、電源アダプタを電源コネクタと
壁コンセントに接続します。
注記 :   お使いの機器で電源アダプタを使用する場合は、コー

ドがペダルの可動範囲に入らないようにしてください。 
注記 :   使用しない場合は電池を取り出し、腐食による電池の

損傷を防ぐことを推奨します。

8.  最終点検
機器を点検し、すべてのハードウェアがしっかりと締められていること、部品が適切に組み立てられていることを確認します。
本説明書の最初のページに設けられた欄に、必ずシリアル番号を記録してください。

取扱説明書に従い、機器が完全に組み立てられ、適切な動作が確認されるまで、機器を使用したり、動作させたりしな
いでください。

X2

+

–

13
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はじめに

機器を移動する

身体能力および体力に応じて、機器の移動は、一人または二人以上で行っていただく場合があります。ご自身およびその
他の方々の健康状態が良好で、機器を安全に移動できることを確認してください。適切な安全対策を行い、適切な持ち
上げ方をしてください。

1.   電源アダプタを外します。 
2.   クランクアームを運搬用固定ストラップ (T) でシートポス
トに固定します。 

3.   リアスタビライザを使用して、慎重に機器を移動用キャ
スターの上に載せます。 

 注 : ファン組立品が床に触れないようにしてください。
4.  所定の位置まで機器を押して移動します。

5.  慎重に機器を所定の位置に下ろします。

注記 :   機器の移動は慎重に行ってください。急激な動きはコ
ンピューターの動作に影響する可能性があります。

機器を水平に置く
ワークアウトエリアが平らでない場合、機器が水平になるよう調整する必要があります。水平調整脚はスタビライザの両側に
あります。調整方法は以下のとおりです。

1.  機器をワークアウトエリアに設置します。
2. スタビライザの脚を回して、均等にバランスが取れ、床に接触するまで調整します。

 水平調整脚が機器から外れる、またはボルトが
抜けるほどの高さまで調整を行わないでくださ
い。けがまたは機器の破損を招く可能性があり
ます。

エクササイズを開始する前に、機器が水平かつ安定
していることを確認してください。

T
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A コンソール I リアスタビライザ Q テレメトリー方式心拍数 (HR)  
受信機

B ハンドルバー J 水平調整脚 R メディアラック

C ハンドルグリップ K 移動用キャスター S ドリンクホルダー

D シート L 電源コネクタ T 運搬用固定ストラップ

E シートスライダー調節ノブ M フロントスタビライザ U 電源アダプタ

F シートポスト調節ノブ N フットペグ V AirDyne ™エアダイバータ

G フットステップパッド O 空気抵抗ファン

H ペダル P 電池室

各部の名称と機能

A

B

C

D

Q

E

F

G

H

RS

I

J
K

L

M

N

P

O

T

U

V

警告！ 機器のコンピューターが計算または測定した値は、参照値として使用してください。表示される心拍数は近似値であり、
参照値として使用してください。過度のエクササイズは、重傷事故や死亡につながる恐れがあります。めまいを感じた場合は、
ただちにエクササイズを中止してください。
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コンソールの機能
コンソールは、ディスプレイにワークアウトに関する情報を表示します。

プログラム
•  手動
•  20/10 INTERVAL (インターバル )
•  30/90 INTERVAL (インターバル )
•  CUSTOM INTERVAL (カスタムインターバル )
•  TIME TARGET (時間目標 )
•  HR ZONES (心拍ゾーン )
•  CAL TARGET (カロリー目標 )
•  kJ TARGET (キロジュール目標 )
•  Ml TARGET (マイル目標 )
•  KM TARGET (キロメートル目標 )

回転速度計のディスプレイ
1.   LCD回転速度計ディスプレイ ̶ メーターは 60セグメントに分割さ
れており、現在のワークアウトパフォーマンスの [CAL/MIN (カロリー
/分 )] と [WATTS (ワット )] の指標を表示します。[CAL/MIN (カロ
リー /分 )] の値では、メーターは 2種類の線形目盛を使用します。
0～ 30のセグメントでは大きな目盛がそれぞれ 1カロリー /分を表
し、30～ 60のセグメントでは小さな目盛がそれぞれ 1カロリー /
分を表しています。

2.   回転速度計の指標ラベル ̶ 現在、回転速度計の指標ディスプレイ
に表示されている値の種類を示します。

•  AVG ̶ 平均値はワークアウト概要モード中にのみ表示されます。
•   SCAN ̶ スキャンモードでは、回転速度計は自動的にレートの指標
間を移動します。各レートは 3秒間ずつ表示されます。

•  MAX ̶ 最大値はワークアウト概要モード中にのみ表示されます。
3.  回転速度計の指標ディスプレイ ̶ 以下のレートの数値を表示します。
•  CAL/MIN ̶ 1分間あたりの推定カロリー消費量 (ワット指標に基づく)。最大表示値は 999.9です。
•  WATTS ̶ 現在の抵抗レベル (1馬力 =746ワット ) で生み出されるパワー。最大値は 999.9です。
•  RPM ̶ マシンの毎分回転数 (RPM)。最大表示値は 9999です。
•  SPEED ̶ マシンの速度を時速 (マイル ) で、少数点第一位まで表示 (例えば、10.5など )。最大表示値は 999.9です。
4.  回転速度計のヒル ̶ ユーザーの RPMパフォーマンスを 1～ 100の線形目盛 (10セグメントに分割 ) で表します。
5.   MAX CAL/MINの目盛 ̶ 現在のワークアウトの最大の成果を示すために、達成された最高目盛 (LCD回転速度計ディス
プレイ上の ) を表示したままにします。

回転速度計のデ
ィスプレイ

プログラムデ
ータのディスプ
レイ

キーパッド

2

3

4

5

1
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プログラムデータのディスプレイ
6.  TIME
[TIME (時間 )] ディスプレイは、インターバルワークアウトでのみ使用され
ます。ワークアウト中、ディスプレイには残り時間が表示されます。ワーク
アウト概要モード中は、合計時間が表示されます。

7.  ROUND
[ROUND (ラウンド )] ディスプレイは、インターバルワークアウトでのみ使
用されます。最初の [00] セグメントには、現在のラウンド数が表示されま
す。2番目の [00] セグメントには、合計ラウンド数が表示されます。ラウ
ンドの最大値は 49です。 

8.  TIME/INTERVALエリア
TIME (時間 )/INTERVAL (インターバル ) ディスプレイには、デフォルトと
インターバルの 2つのモードがあります。[SPRINT (スプリント )] および 
[RECOVER (回復 )] のラベルは、インターバルプログラムでのみ有効にな
ります。
デフォルトモードでは、使用中のプログラムに応じて、経過時間または残
り時間が表示されます。時間目盛の最大値は、99分 59秒です。
インターバルモードでは、ワークアウトの状態 (スプリント /回復 ) および
その状態での残り時間が表示されます。最大値は、スプリント /回復のい
ずれの場合も 99秒です。

9.  PRESS /  TO ADJUST
[PRESS / TO ADJUST (上下の矢印を押して調節 )] のプロンプトは、目標またはインターバル数を増減するオプションで
のみワークアウト前に表示されます。カスタマイズ可能な指標は、調節されるまで点滅します。

10.  累積指標
累積指標のディスプレイには、ワークアウト中に達成された活動 (CALORIES, kJ) または距離 (MI, KM) が表示されます。手
動およびインターバルプログラムでは、0からカウントアップされます。目標プログラムでは、目標指標は 0までカウントダウ
ンされますが、その他の指標はカウントアップされます。[CALORIE MI kJ KM SELECT] ボタンを押すと、指標間を移動します。
[AVERAGE (平均 )] および [TOTAL (合計 )] ラベルは、ワークアウト概要で値を割り出します。

11.  電池残量インジケータ
電池残量が 25%以下になると、インジケータが点灯します。 

12.  音量
音声アラートの音量アイコンは常に点灯しています。右側の 3つのドットは音量設定を示します。(オフの場合はドットは点灯
しません。音量が最大の場合は 3つのドットが点灯します。)

13.  HEART RATEエリア
[HEART RATE (心拍数 )] のディスプレイには、テレメトリー方式の心拍数センサーからの 1分間あたりの心拍数 (BPM) が
表示されます。テレメトリー方式のストラップ型心拍計から信号を受け取ると、アイコンが点滅します。心拍信号が検出され
ない場合、このディスプレイには何も表示されません。[AVERAGE (平均 )] および [MAX (最大 )] ラベルは、ワークアウト概
要で値を割り出します。

 エクササイズプログラムを開始する前に医師にご相談ください。胸に痛みまたは圧迫感がある場合、息切れまたはめまい
を感じる場合は、エクササイズを中止してください。次に機器を使用する前に、医師の診察を受けてください。機器のコ
ンピューターが計算または測定した値は、参照値として使用してください。コンソールに表示される心拍数は近似値であり、
参照値として使用してください。

[ENTER AGE (年齢を入力 )] のプロンプトは、ユーザーが [HR ZONES (心拍ゾーン )] のボタンを押した場合にオンになり
ます。年齢の初期設定値は 35です。
[FAT BURN (脂肪燃焼 )]、[AEROBIC (有酸素 )]、[ANAEROBIC (無酸素 )] の心拍ゾーンの値は、年齢値から計算されます。

6

8

9

10

13

7

12

11



19

キーパッド機能
RATE SELECT (レート選択 ) - 回転速度計の指標ディスプレイ
のオプション (CAL/MIN、WATTS、RPM、SPEED) を繰り返し
表示します。ボタンを3秒間長押しすると、スキャンモードになり、
レートが繰り返し表示されます。各レートは 3秒間ずつ表示され
ます。スキャンモードを終了するには、[RATE SELECT (レート
選択 )] ボタンを押してください。 

20/10 INTERVAL (インターバル ) - 20/10インターバルワークア
ウトが選択されます。

30/90 INTERVAL (インターバル ) - 30/90インターバルワークア
ウトが選択されます。

CUSTOM INTERVAL (カスタムインターバル ) - カスタムイン
ターバルワークアウトが選択されます。

TIME TARGET (時間目標 ) - 時間目標ワークアウトが選択され
ます。

CAL/kJ TARGET (カロリー /キロジュール目標 ) - 1回押すと、
カロリー目標ワークアウトが選択されます。2回押すと、キロ
ジュール目標ワークアウトが選択されます。

MI/KM TARGET (マイル /キロメートル目標 ) - 1回押すと、マ
イル目標ワークアウトが選択されます。2回押すと、キロメート
ル目標ワークアウトが選択されます。

HR ZONES (心拍ゾーン ) - ワークアウト前またはワークアウト
中に押すと、心拍ゾーンの計算が開始されます。  

増加 ( ) - 値 (時間、目標または年齢 ) を増やしたり、オプショ
ン間を移動したりします。長押しすると、すばやくアクセスでき
ます。

ENTER (確定 ) - 心拍ゾーンおよびカスタムインターバルプログラムの設定を確定します。

減少 ( ) - 値 (時間、目標または年齢 ) を減らしたり、オプション間を移動したりします。長押しすると、すばやくアクセスで
きます。

CALORIE MI kJ KM SELECT - 累積指標を繰り返し表示します。このボタンと [ENTER] ボタンを同時に 5秒間長押しすると、
最後に表示された指標 (CAL/MI/kJ/KM) が累積指標のフィールドに自動的に表示されます。現在のワークアウトを最低 1分間
実行すると、その選択が保存されます。選択された指標は、CAL/kJ目標ワークアウトおよび MI/KM目標ワークアウトを除く
すべてのワークアウトの既定値となります。サイクル表示モードに戻すには、[CAL MI kJ KM SELECT] ボタンと [ENTER] ボ
タンを同時に 5秒間長押しします。

音量 - 音声アラートの 4つの音量レベル (オフ、低、中 (初期設定値 )、高、中、低、オフ ) を切り替えます。

START/RESUME (開始 /再開 ) - タイマーを開始したり、一時停止されたワークアウトを再開したりします。

STOP/RESET (停止 /リセット ) - 1回押すとワークアウトを停止し、概要を表示します。2回押すとコンソールがリセットされ、
データ (カスタムインターバルプログラム以外 ) が消去されます。

心拍数の遠隔モニタリング
心拍数のモニタリングは、エクササイズの強度の管理に最適な手段の一つです。コンソールは、4.5kHz～ 5.5kHzで動作す
るチェストストラップ型心拍送信機からのテレメトリー心拍信号を読み取ることができます。

 注 :   チェストストラップ型心拍計は、暗号化されていない Polar Electroのものか、暗号化されていない POLAR®対応の
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機種を使用してください。(POLAR® OwnCode®など、暗号化された POLAR®のチェストストラップ型心拍計は本機
器では使用できません。) 
ペースメーカーまたはその他の埋め込み型電子機器を使用している場合は、ワイヤレスチェストストラップまたはテレメト
リー方式の心拍数モニターを使用する前に、医師にご相談ください。

心拍数の計算
最大心拍数は、通常、幼児期の 220BPM (1分間の拍動の数 ) から、60歳までに約 160BPMまで減少します。心拍数は、 
1年ごとに約 1BPMずつ減少しながら、線形に下降していきます。トレーニングが最大心拍数の減少に影響することを示すも
のはありません。同年齢であっても、最大心拍数には個人差があります。年齢による計算式から求める値よりも、ストレステ
ストによって求める値の方がより正確です。

安静時心拍数は持久力トレーニングの影響を受けます。十分なトレーニングを積んだランナーの安静時心拍数が 40BPM以
下であるのに対し、一般的な成人の安静時心拍数は約 72BPMを示します。

心拍数の表は、脂肪の燃焼や心血管系の強化に効果的な心拍ゾーン (HRZ) の推定値です。健康状態は変化するため、個人
の HRZは、示された値よりも高いまたは低い可能性があります。

エクササイズ中に最も効果的に脂肪を燃焼する方法は、ゆっくりしたペースから開始し、心拍数が最大心拍数の 60～ 85%
に達するまで徐々に強度を上げていくことです。心拍数をその目標ゾーンで 20分以上維持しながら、そのペースで継続します。
目標心拍数をより長く維持すると、より多くの脂肪が燃焼されます。

このグラフは、年齢に基づいて一般的に提案される目標心拍数を示した簡単なガイドラインです。前述のとおり、最適な目
標心拍数は個人によって高い、または低い可能性があります。個人の目標心拍ゾーンについては、医師にご相談ください。

 注 :   すべてのエクササイズおよびフィットネス計画と同様に、エクササイズの時間または強度を上げる場合は、最良の判
断を行ってください。

自動較正
コンソールには、エクササイズ中に使用されるファンの抵抗およびワット数の正確な測定を維持するために、継続的に高度の
変化を補正するセンサーが内蔵されています。 

20-24
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操作

着用するもの
ゴム底の運動靴を着用します。動きやすい、エクササイズに適したウェアが必要です。

エクササイズの頻度
エクササイズプログラムを開始する前に医師にご相談ください。胸に痛みまたは圧迫感がある場合、息切れまたはめまい
を感じる場合は、エクササイズを中止してください。次に機器を使用する前に、医師の診察を受けてください。機器のコ
ンピューターが計算または測定した値は、参照値として使用してください。表示される心拍数は近似値であり、参照値とし
て使用してください。

• 週に 3回、20分ずつ行う。
• あらかじめワークアウトスケジュールを作成し、それに従う。

シート調節
適切な位置にシートを配置することで、けがのリスクを減らし、エクササイズの効率と快適さを促
進します。
1.  ペダルは前進位置のまま、かかとをペダルの最も低い部分に置きます。脚は、膝を軽く曲げ
た状態にしてください。

2.  脚がまっすぐに伸びきっている場合、またはペダルに届かない場合は、シートを下げてくだ
さい。脚が曲がり過ぎる場合は、シートを上げてください。

シートを調節する前に機器から降りてください。

3. シートポスト調節ノブを緩めて、引きます。希望する高さにシートを調節します。

シートポストの「STOP」マークより高い位置にシートポストをセットしないでください。

4.  シートポスト調節ノブを解除し、ロックピンを挿しこみます。ピンが確実に挿しこまれ、調節
ノブがしっかりと締められていることを確認してください

5.  シートをコンソールに近づける、またはコンソールから離すには、シート調節ノブを緩めます。
シートを希望の位置までスライドさせ、ノブをしっかり締めます。

機器を使用する
ペダル、ハンドルバー、抵抗ファンは連動しており、いずれかが動くと、他方も動くことにご注意ください。

必要に応じてフットステップパッドを使用し、慎重に機器に乗ります。ワークアウトを始める前に、シートとペダルを調節します。
下半身のワークアウト : 腕を体の両脇に下ろすか、ハンドルバーの動きに合わせて手をハンドグリップにのせたまま、ゆっくり
とペダルを踏みます。

全身のワークアウト : 手のひらを下にしてハンドグリップを握ります。肘は体の両脇の低い位置に付けた状態で、ペダルを踏
みながらハンドルバーを押したり引いたりします。 

上半身のワークアウト : 手のひらを下にしてハンドグリップをしっかり握り、足はフットペグにのせます。背中をまっすぐ伸ばし、
肩を下げた状態で、腰から軽く前傾します。ハンドルバーを押したり引いたりします。 

 注 : ワークアウトを始めやすくするために、安全にペダルを押す必要があるかもしれません。

空気抵抗と負荷を増やすには、活動のレベルを上げます。腕のすべての筋肉群を鍛えるには、ワークアウトの一部で手のひ
らを上に向けてハンドルを握ります。
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ワークアウトが終了したら、機器が完全に停止するまで抵抗ファンの速度を下げます。 
本バイクは、抵抗ファンと独立してペダルを停止することはできません。ペースを落とし、抵抗ファンとペダルを減速して停
止してください。ペダルが完全に停止するまで、バイクから降りないでください。動いているペダルがふくらはぎに当たる
場合がありますので、ご留意ください。

ファン組立品の固定 /保管
機器を使用しない場合は、必ず、運搬用固定ストラップでファン
組立品を固定してください。機器の保管の際は、必ずファン組
立品を固定しておいてください。

 機器を安全に保管するために、電池を取り出し、運搬用固
定ストラップを取り付けて抵抗ファンを固定してください。本
機器は、お子様やペットの手の届かない安全な場所に収納
してください。ペダル、ハンドルバー、抵抗ファンは連動し
ており、いずれかが動くと、他方も動くことにご注意ください。

以下の手順に従い、ファン組立品を固定してください。
1.  一方のクランクアームができるだけシートポストに近づくよ
うにペダルを動かします。 

2.  運搬用固定ストラップ (T) をクランクアームとシートポストに
巻き付け、ストラップの端を金属製のリングに通します。ペ
ダルが動かないようストラップを締め、ストラップを固定し
ます。 

パワーアップ /アイドルモード
いずれかのボタンを押した場合、またはペダリングの結果、コンソールが RPMセンサーから信号を受信した場合、パワーアッ
プ /アイドルモードに切り替わります。
 注 : 電池残量が 25%以下になると、コンソールにインジケータが表示されます。

自動シャットオフ (スリープモード )
コンソールに約 2分間何も入力されない場合は、自動的にシャットオフされます。スリープモード中は LCDディスプレイはオ
フになります。
 注 : コンソールにはオン /オフのスイッチはありません。

手動ワークアウト
手動プログラムでは、情報を入力することなくワークアウトを開始することができます。
1. 機器に座ります。
2.  コンソールがアイドルモードの状態で、[START/RESUME (開始 /再開 )] ボタンを押してワークアウトプログラムを開始し、
ペダリングを開始します。

3.  [STOP/RESET (停止 /リセット )] ボタンを 1回押すとワークアウトが一時停止され、指標が表示されます。[START/
RESUME (開始 /再開 )] を押して続行します。

4.  ワークアウトが終了したら、[STOP/RESET (停止 /リセット )] ボタンを 2回押して、ワークアウトを終了します。

T
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20/10インターバルワークアウト
コンソールで、20秒のスプリントとそれに続く10秒の回復 (1ラウンド ) のインターバルワークアウトを選択できます。ラウン
ド数の初期設定値は 8です (合計時間 4分 )。 
1. 機器に座ります。
2. コンソールがアイドルモードの状態で、[20/10 INTERVAL] ボタンを押します。
3.  [ROUND (ラウンド )] フィールドが点滅します (初期設定値は 8)。ラウンド数を変更するには、増加 /減少の矢印ボタン
を使用します。

4.  [START/RESUME (開始 /再開 )] ボタンを押し、タイマーを開始して、ペダリングを開始します。 
5.  プログラムは [SPRINT (スプリント )] フェーズで開始され、フェーズおよび合計ワークアウト時間がカウントダウンされま
す。活動および距離の値はカウントアップされます。フェーズが変わる前に、警告音が 3秒間鳴ります。

30/90インターバルワークアウト
コンソールで、30秒のスプリントとそれに続く90秒の回復 (1ラウンド ) のインターバルワークアウトを選択できます。ラウン
ド数の初期設定値は 8です (合計時間 16分 )。 
1. 機器に座ります。
2. コンソールがアイドルモードの状態で、[30/90 INTERVAL] ボタンを押します。
3.  [ROUND (ラウンド )] フィールドが点滅します (初期設定値は 8)。ラウンド数を変更するには、増加 /減少の矢印ボタン
を使用します。

4.  [START/RESUME (開始 /再開 )] ボタンを押し、タイマーを開始して、ペダリングを開始します。 
5.  プログラムは [SPRINT (スプリント )] フェーズで開始され、フェーズおよび合計ワークアウト時間がカウントダウンされま
す。活動および距離の値はカウントアップされます。フェーズが変わる前に、警告音が 3秒間鳴ります。

カスタムインターバルワークアウト
コンソールで [CUSTOM INTERVAL (カスタムインターバル )] ワークアウトを選択し、[SPRINT (スプリント )]、[RECOVER  
(回復 )] およびラウンド数に値を入力することができます。 
1. バイクに座り、ペダリングを開始します。
2. コンソールがアイドルモードの状態で、[CUSTOM INTERVAL (カスタムインターバル )] ボタンを押します。 
3.  コンソールに初期設定値または前回のカスタム値が表示されます。[ROUND (ラウンド )] フィールドが点滅します。
 注 : ラウンドの初期設定値は 5です (最大値は 99)。スプリントの初期設定値は 60秒です (最大値は 99)。回復の初期

設定値は 60秒です (最大値は 99)。

4.  [ROUND (ラウンド )] フィールドが点滅します。値を変更するには、増加 /減少の矢印ボタンを使用し、[ENTER (確定 )] 
を押して、次のフィールドに進みます。

5.  [SPRINT (スプリント )] フィールドが点滅します。値を変更するには、増加 /減少の矢印ボタンを使用し、5秒単位で時
間を調節します。[ENTER (確定 )] を押して、次のフィールドに進みます。

6.  [RECOVER (回復 )] フィールドが点滅します。値を変更するには、増加 /減少の矢印ボタンを使用し、5秒単位で時間
を調節します。[Enter (確定 )］ を押して確定します。

7.  [START/RESUME (開始 /再開 )] を押し、タイマーを開始して、ペダリングを開始します。 
8.  プログラムは [SPRINT (スプリント )] フェーズで開始され、フェーズおよび合計ワークアウト時間がカウントダウンされま
す。活動および距離の値はカウントアップされます。フェーズが変わる前に、警告音が 3秒間鳴ります。

時間目標ワークアウト
コンソールで [TIME TARGET (時間目標 )] ワークアウトを選択し、時間の値を入力します。初期設定値は 10分です。
1. 機器に座ります。
2. コンソールがアイドルモードの状態で、[TIME TARGET (時間目標 )] ボタンを押します。
3.  TIME/INTERVAL (時間 /インターバル ) のフィールドが点滅します (初期設定値は 10:00)。値を変更するには、増加 /
減少の矢印ボタンを使用し、1分単位で時間を調節します。
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4.  [START/RESUME (開始 /再開 )] ボタンを押し、タイマーを開始して、ペダリングを開始します。 
5.  プログラムが開始され、時間がカウントダウンされます。CALORIE (カロリー )、kJ (キロジュール )、MI (マイル )、KM (キ
ロメートル ) の値はカウントアップされます。

カロリー目標ワークアウト
コンソールで [CALORIES TARGET (カロリー目標 )] ワークアウトを選択し、カロリーの値を入力します。初期設定値は 100
カロリーです。
1. 機器に座ります。
2. コンソールがアイドルモードの状態で、[CAL/kJ TARGET (カロリー /キロジュール目標 )] ボタンを 1回押します。
3.  [CALORIE (カロリー )] 指標フィールドが点滅します (初期設定値は 100)。値を変更するには、増加 /減少の矢印ボタン
を使用し、25カロリー単位で調節します。

4.  [START/RESUME (開始 /再開 )] ボタンを押し、タイマーを開始して、ペダリングを開始します。 
5.  プログラムが開始され、カロリーがカウントダウンされます。合計時間、kJ (キロジュール )、MI (マイル )、KM (キロメー
トル ) の値はカウントアップされます。

キロジュール (kJ) 目標ワークアウト
コンソールで [kJ TARGET (キロジュール目標 )] ワークアウトを選択し、キロジュールの値を入力します。初期設定値は 400
キロジュールです。
1. 機器に座ります。
2. コンソールがアイドルモードの状態で、[CAL/kJ TARGET (カロリー /キロジュール目標 )] ボタンを 2回押します。
3.  [kJ (キロジュール )] 指標フィールドが点滅します (初期設定値は 400)。値を変更するには、増加 /減少の矢印ボタンを
使用し、100キロジュール単位で調節します。

4.  [START/RESUME (開始 /再開 )] ボタンを押し、タイマーを開始して、ペダリングを開始します。 
5.  プログラムが開始され、キロジュールがカウントダウンされます。合計時間、CALORIE (カロリー )、MI (マイル )、KM 

(キロメートル ) の値はカウントアップされます。

マイル目標ワークアウト
コンソールで [MI TARGET (マイル目標 )] ワークアウトを選択し、マイルの値を入力します。初期設定値は 1マイルです。
1. 機器に座ります。
2. コンソールがアイドルモードの状態で、[MI/KM TARGET (マイル /キロメートル目標 )] ボタンを 1回押します。
3.  [MI (マイル )] 指標フィールドが点滅します (初期設定値は 1.0)。値を変更するには、増加 /減少の矢印ボタンを使用し、

0.5マイル単位で調節します。
4.  [START/RESUME (開始 /再開 )] ボタンを押し、タイマーを開始して、ペダリングを開始します。 
5.  プログラムが開始され、マイルがカウントダウンされます。合計時間、CALORIE (カロリー )、kJ (キロジュール )、KM (キ
ロメートル ) の値はカウントアップされます。

キロメートル目標ワークアウト
コンソールで [KM TARGET (キロメートル目標 )] ワークアウトを選択し、キロメートルの値を入力します。初期設定値は 1キ
ロメートルです。
1. 機器に座ります。
2. コンソールがアイドルモードの状態で、[MI/KM TARGET (マイル /キロメートル目標 )] ボタンを 2回押します。
3.  [KM (キロメートル )] 指標フィールドが点滅します (初期設定値は1.0)。値を変更するには増減ボタンを使用し、1キロメー
トル単位で調節します。

4.  [START/RESUME (開始 /再開 )] ボタンを押し、タイマーを開始して、ペダリングを開始します。 
5.  プログラムが開始され、キロメートルがカウントダウンされます。合計時間、CALORIE (カロリー )、kJ (キロジュール )、

MI (マイル ) の値はカウントアップされます。
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心拍ゾーン
コンソールで心拍ゾーンを設定し、計算された値を使用してワークアウトの強度をモニタリングすることができます。本機能は、
他のすべてのプログラムと組み合わせて使用できます。
1. 機器に座ります。
2.  コンソールがアイドルモードの状態で、[HR ZONES (心拍ゾーン )] ボタンを押します。[ENTER AGE (年齢を入力 )] の
プロンプトが表示されます。年齢の初期設定値は 35です。年齢の値を調節するには、増加 /減少の矢印ボタンを使用し、
[Enter (確定 )] を押します。

  [FAT BURN (脂肪燃焼 )]、[AEROBIC (有酸素 )]、[ANAEROBIC (無酸素 )] の心拍ゾーンの値は、年齢値から計算されます。
 エクササイズプログラムを開始する前に医師にご相談ください。胸に痛みまたは圧迫感がある場合、息切れまたはめまい
を感じる場合は、エクササイズを中止してください。次に機器を使用する前に、医師の診察を受けてください。機器のコ
ンピューターが計算または測定した値は、参照値として使用してください。コンソールに表示される心拍数は近似値であり、
参照値として使用してください。

3.  [HEART RATE (心拍数 )] のディスプレイには、チェストストラップ型心拍送信機からの 1分間あたりの心拍数 (BPM) が
表示されます。チェストストラップ型心拍計から信号を受け取ると、アイコンが点滅します。

 注 : 心拍数が読み取れない場合、ディスプレイには何も表示されません。

コンソールがスリープモードに切り替わった場合、または電源がオフになった場合は、年齢値は初期設定値にリセットされ、
心拍ゾーンはオフになります。

一時停止 /結果モード
ワークアウトを一時停止し、ワークアウト概要を表示するには以下の手順に従ってください。
1. [STOP/RESET (停止 /リセット )] ボタンを 1回押します。 
  注 : 5分間 RPM信号がない場合、コンソールは自動的に一時停止します。
2. ワークアウトを続行するには、[START/RESUME (開始 /再開 )] を押します。

ワークアウトを終了するには、[STOP/RESET (停止 /リセット )] ボタンを 2回押します。コンソールは、アイドルモードに切
り替わります。

ワークアウトを完了するか停止すると、コンソールにワークアウト値の概要が表示されます。ワークアウトを停止し、概要を表
示するには、[STOP/RESET (停止 /リセット )] を押します。コンソールは結果モードに切り替わります。 

回転速度計ディスプレイには、ユーザーの [CAL/MIN (カロリー /分 )] および [WATTS (ワット )] の平均値、およびそのワー
クアウトの [MAX CAL/MIN (カロリー /分の最大値 )] の目盛が表示されます。回転速度計のヒルには RPMの平均値が表示
されます。回転速度計の指標のディスプレイには、選択された指標の平均値と最大値が表示されます。コンソールがスキャ
ンモードの場合、ディスプレイには、[CAL/MIN (カロリー /分 )]、[WATTS (ワット )]、[RPM (毎分回転数 )] および [SPEED 
(速度 )] の平均値と最大値が繰り返し表示されます。

プログラムデータのディスプレイには、合計時間、CALORIE (カロリー )、MI (マイル )、kJ (キロジュール )、KM (キロメー
トル ) の指標が表示されます。[CALORIE MI kJ KM SELECT] ボタンを押すと、指標が繰り返し表示されます。インターバル
プログラムの概要には、合計時間、ラウンド数、インターバル時間が表示されます。
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手動および目標プログラム

   

インターバルプログラム

[HEART RATE (心拍数 )] エリアには、平均心拍数 (AVERAGE) と最大心拍数 (MAX) の値が繰り返し表示されます。プログ
ラムの心拍ゾーンが計算されている場合は、その値が表示されます。

結果のディスプレイは 5分間表示され、リセットされます。

[STOP/RESET (停止 /リセット )] を押して結果の表示を停止し、アイドルモードに戻ります。

コンソールサービスモード

コンソールサービスモード
コンソールサービスモードでは、マシンが使用された合計時間と距離の確認、またはインストールされているファームウェア
のバージョンの確認を行うことができます。
1.  アイドルモードで [STOP/RESET (停止 /リセット )] ボタンと減少 ( ) ボタンを同時に 3秒間長押しして、コンソールサー
ビスモードに切り替えます。

2. コンソールディスプレイには、統計データが表示されます。
 •  機器の合計時間 ̶ 時間数 (時間 /インターバルのフィールド )。最大表示値は 9999です。
 •   機器の合計距離 ̶ マイル数 (累積指標のフィールド )。 
 減少 (下矢印 ) ボタンを押して、指標の表示オプションに移動します。
 •  機器の合計時間 ̶ 時間数 (時間 /インターバルのフィールド )。最大表示値は 9999です。
 •   機器の合計距離 ̶ 10km単位の km数 (累積指標のフィールド )。 
3.  [STOP/RESET (停止 /リセット )] を押し、コンソールサービスモードを終了します。減少 (下矢印 ) ボタンを押して、次
のオプションに移動します。

4.  コンソールのディスプレイに、ファームウェアバージョンが表示されます。
5.   [STOP/RESET (停止 /リセット )] を押し、コンソールサービスモードを終了します。 
サービスモードで、コンソールに約 2分間何も入力されない場合は、スリープモードに切り替わります。 
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修理点検作業を始める前に、すべての保守管理指示書をよくお読みください。状況によっては、必要な作業を行うために補
助者が必要な場合があります。

定期的に機器を点検し、損傷がないか、修理が必要な箇所はないかを確認してください。所有者は定期的に保守管理を
行う責任があります。摩耗や損傷がある部品は、すぐに修理するか、交換してください。機器の保守管理および修理に、メー
カー提供部品以外の部品を使用しないでください。

  警告ラベルがはがれかかっている、判読できない、または貼り付けられていない場合は、お近くの販売店へご連絡の上、
交換用ラベルを入手してください。

 修理点検を行う前に、機器に接続されたすべての電源を切ってください。

毎日 : 使用前に、必ずエクササイズ機器の部品に緩み、損傷、破損、または摩耗がないかを点検し
てください。そのような状態の場合は、機器を使用しないでください。すべての部品は、摩
耗または損傷の最初の兆候が見られた時点で修理または交換してください。ワークアウト後は、
必ず湿った布で機器とコンソールを拭き、湿気を帯びないようにしてください。

注 : コンソールを過度の湿気にさらさないでください。

注記 :    必要であれば、刺激の少ない食器用洗剤と柔らかい布でコンソールの手入れを行って
ください。石油系溶剤、自動車用洗浄剤、またはアンモニアを含む製品は使用しない
でください。直射日光または高温の場所でコンソールの手入れを行わないでください。
コンソールが湿気を帯びないようにしてください。

毎週 : ペダル、クランクアーム、およびハンドルバーを点検してください。必要に応じて締め直して
ください。

本機器は固定ギアで動作するため、ペダルを戻したり、逆方向に回したりしないでください。
そのように使用した場合、ペダルが緩み、機器の破損や使用者のけがの原因となる可能
性があります。ペダルが緩んだ状態で本機器を操作しないでください。

機器の手入れを行い、表面のごみ、ほこり、汚れを除去してください。
シートがなめらかに動作することを確認してください。必要であれば、動作しやすくするために、
適量のシリコン潤滑剤を塗布し、薄くコーティングしてください。 

シリコン潤滑剤は食用ではありません。お子様の手の届かない場所に保管してください。
安全な場所に保管してください。

注 : 石油系の製品は使用しないでください。

毎月または 
20時間使用後 : 

すべてのボルトおよびねじが締まっていることを確認してください。必要に応じて締め直してく
ださい。 
駆動ベルトに摩耗がないか点検してください。クランクアームを手で回し、ファンケージ内の
ベルトをよく確認してください。

 クランクアーム、ハンドルバー、抵抗ファンは連動しており、いずれかが動くと、他方も動
くことにご注意ください。

   本機器をスタジオ /施設環境で使用する場合は、ユーザーに最大の安全と性能を提供できるよう、毎年ペダルを
交換することをおすすめします。必ず、 から入手できる交換用ペダルを使用してください。他社製のペ
ダルは、本製品向けに設計されておらず、ユーザーや周囲の人に危険がおよぶ可能性があり、保証は無効となり
ます。

保守管理
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コンソールの電池交換
電源投入時に電池が定格電力の 25%程度になると、コンソールに電池残量インジケータアイコンが表示されます。充電式電
池を使用する場合は、オプションの電源アダプタは電池の充電を行いません。
カバーにあらかじめ取り付けられたボルトを緩め、電池室を開けます。電池を交換する際は、プラス極 (+)/マイナス極 (-) の
表示に従って、正しい方向で電池室にセットしてください。
  注 :   コンソールには、単 1形電池 (LR20) を使用します。

!
新しい電池と古い電池を混ぜて使用しないでください。
アルカリ乾電池、マンガン乾電池、充電式電池 (ニッケルカドミウム電池、ニッケル水素電池など ) を混ぜて使用しない
でください。

X2

+

–
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保守部品

A コンソール Q 水平調整脚 GG パワーインレット組立品
B コンソールマスト R シート調節ノブ HH ファンケージ (左上 )
C ドリンクホルダー S カバー (左 ) II ファンケージ (左下 )
D フレーム T クランクアーム (左 ) JJ ファンケージ下部フィラー
E フロントスタビライザ U ペダル (左 ) KK リンケージアーム
F 移動用キャスター V 上部カバー LL アームピボット (右 )
G ファンケージ (右上 ) W フットステップパッド MM アームピボット (左 )
H ファンケージ (前 ) X はとめ NN 抵抗ファン組立品
I ファン調節プレートカバー Y シートポスト OO RPM (速度 ) センサー組立品
J ファンケージ (右下 ) Z シート PP 速度センサーマグネット
K ハンドルバー (右 ) AA ハンドルバー (左 ) QQ 駆動プーリー
L フットペグ (右 ) BB フットペグ (左 ) RR 駆動ベルト
M ペダル (右 ) CC 運搬用固定ストラップ SS クランクリンク組立品
N クランクアーム (右 ) DD データケーブル (上部 ) TT 電源アダプタ
O カバー (右 ) EE 電源ワイヤ (上部 ) UU AirDyne ™エアダイバータ
P リアスタビライザ FF データケーブル (下部 )

B
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C

D

E
F G

H

H

I

I

J

K

L
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N
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Q

Q
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TU
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DD
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II JJ
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FF
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QQ

RR
MM

SS

GG

NN

UU
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トラブルシューティング

状況 /問題点 点検項目 解決策

コンソールの電源が入らない
/オンにならない /起動しない

バイクに ACアダプタがある場
合は、電源 (壁 ) コンセント

ユニットが正常に機能している壁コンセントに接続されていることを確認
してください。

バイクに ACアダプタがある
場合は、ユニットの接続部

接続部はしっかりと固定され、損傷がない状態でなければなりません。ア
ダプタまたはユニットの接続部に損傷がある場合は、交換してください。

電池を使用している場合は、
コンソールの電池残量インジ
ケータまたは電池

電池が正しくセットされているかを確認してください。電池が正しくセッ
トされている場合は、新しい電池一式と交換してください。

データケーブルの完全性 ケーブルのワイヤーは損傷がない状態でなければなりません。ケーブル
が明らかに折れ曲がっている、または切断されている場合は交換してく
ださい。

データケーブルの接続および
向き

ケーブルが適切な向きで、しっかりと接続されていることを確認してくだ
さい。コネクタの小さなラッチは、まっすぐにして、カチッと音がするま
で挿し込んでください。

コンソールディスプレイの 
損傷

コンソールディスプレイに目に見える亀裂、または他の損傷がないかを
確認してください。損傷がある場合は、コンソールを交換してください。

上記の方法で問題が解決しない場合は、お近くの販売店へお問い合わ
せください。

速度表示が正確でない 速度センサーマグネットの位
置 (ファンカバーを取り外して
ください )

速度センサーマグネットは、ファン組立品の所定の位置になければなり
ません。

速度表示が「0」のまま /一
時停止モードのままになって
いる

データケーブル データケーブルがコンソール背面と本体組立品に接続されているかを確
認してください。

速度センサー (ファンカバー
を取り外してください )

速度センサーマグネットと速度センサーが所定の位置にあることを確認
してください。

速度 /RPMが表示されない データケーブルの完全性 ケーブルのワイヤーは損傷がない状態でなければなりません。ケーブル
が切断されている、または折れ曲がっている場合は交換してください。

データケーブルの接続および
向き

ケーブルが適切な向きで、しっかりと接続されていることを確認してくだ
さい。コネクタの小さなラッチは、まっすぐにして、カチッと音がするま
で挿し込んでください。

速度センサーマグネットの位
置 (ファンカバーを取り外して
ください )

マグネットは、ファン組立品の所定の位置になければなりません。 

速度センサー組立品 (ファン
カバーを取り外してください )

速度センサー組立品は、マグネットと平行に並べ、データケーブルに接
続されていなければなりません。必要に応じてセンサーの位置を調節し
てください。センサーまたは接続ケーブルに損傷がある場合は、交換し
てください。

コンソールに電池アイコンが
表示される

電池 電池を交換してください。

ユニットは動作しているが、
テレメトリー方式で測定した
心拍数が表示されない

チェストストラップ (別売 ) POLAR®対応の、暗号化されていないストラップを使用してください。
ストラップは直接肌に触れるように装着し、接触面はよく湿らせておいて
ください。

チェストストラップの電池 ストラップに交換式の電池が使用されている場合は、新しい電池と交換
してください。

干渉 干渉の原因と考えられるもの (テレビ、電子レンジなど ) からユニットを
離してみてください。 

チェストストラップの交換 干渉が排除されても心拍計が機能していない場合は、ストラップを交換
してください。

コンソールの交換 ストラップを交換しても心拍計が機能しない場合は、コンソールを交換
してください。
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状況 /問題点 点検項目 解決策

使用中にコンソールがシャッ
トオフされる (スリープモード
に切り替わる )

データケーブルの完全性 ケーブルのワイヤーは損傷がない状態でなければなりません。ケーブル
が切断されている、または折れ曲がっている場合は交換してください。

データケーブルの接続および
向き

ケーブルが適切な向きで、しっかりと接続されていることを確認してくだ
さい。コネクタの小さなラッチは、まっすぐにして、カチッと音がするま
で挿し込んでください。

電池を使用している場合は、
コンソールの電池残量インジ
ケータまたは電池

電池が正しくセットされているかを確認してください。電池が正しくセッ
トされている場合は、新しい電池一式と交換してください。

速度センサーマグネットの位
置 (ファンカバーを取り外して
ください )

速度センサーマグネットは、ファン組立品の所定の位置になければなり
ません。 

速度センサー組立品 速度センサー組立品は、マグネットと平行に並べ、データケーブルに接
続されていなければなりません。必要に応じてセンサーの位置を調節し
てください。センサーまたは接続ケーブルに損傷がある場合は、交換し
てください。

コンソールに「err 1」メッセー
ジが表示される

コンソールキーパッドのスタッ
クキー

さらなるサポートが必要な場合は、お近くの販売店へお問い合わせくだ
さい。 

機器にガタつきがある /水平
にならない

水平調整脚の調整 調整脚を内側または外側に回してバイクを水平にします。

ユニットの下面 床面が平らでない場合は、調整できない可能性があります。バイクを平
坦な場所に移動してください。

ペダルが緩む /ペダリングが
困難なユニット

ペダルとクランクの連結 ペダルはしっかりとクランクアームに取り付けられていなければなりませ
ん。斜めに取り付けられていないことを確認してください。

クランクアームと車軸の取り付
け

クランクアームはしっかりと車軸に取り付けられていなければなりませ
ん。(締め付けトルク : M8 = 40N.m、M10 = 60N.m.)

クランクリンクとプーリーの連
結

適切な締め付けトルクで締めても左のクランクアームが緩んでおり、クラ
ンクリンクのシャフトがクランクアームと一緒に動く場合は、クランクリン
ク組立品を交換してください。

ペダルをこぐとクリック音が 
鳴る

ペダルとクランクの連結 ペダルを取り外してください。ねじ山にごみがないことを確認して、ペダ
ルをもう一度取り付けてください。

ファンの位置調節 (ファンカ
バーを取り外してください )

保守説明書の「ベルトの張りを調節する」の手順を参照してください。

シートポストが動く ロックピン 調節ピンがシートポスト調節穴の一つに挿し込まれていることを確認し
てください。

ロックノブ ノブがしっかりと締められていることを確認してください。

動作中、ハンドルバーアーム
から異音 (カチカチ音 ) がする

ハードウェア ハンドルバーアームの土台のボルトをしっかりと締めてください。(締め
付けトルク = 40N.m.)
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